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沖
縄
占
領
と

宗
教
法
人

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

中
野
　
　

毅

　

宗
教

団

体
法
が

沖
縄
に

お
い

て

は

本
土

復
帰
の
一

九
七

二

（
昭

和
四

七
）

年
五

月
一

五

日

ま
で

存
続

し
て

い

た
。

こ

の

事
実
お
よ

び

そ
の

意

義
・

影
響
等
に

つ

い

て
、

こ

れ
ま
で

ほ

と
ん

ど

語
ら

れ
る

こ

と

は
な
か
っ

た
。

　

沖
縄
は

、

第
二

次
大
戦

末
期
一

九
四

五

年
三

月
二

六
日
の

慶
良
問
諸
島

へ

の

米
軍
上
陸、

四
月
一

日
の

沖
縄
本

島
へ

の

上
陸
と

そ
の

後
の

地
上

戦

で

の

日
本
軍
の

敗
北
に

よ

っ

て、

米
国
の

軍

事
的
政
治
的
支
配
下
に

置
か

れ

た
。

上

陸
に

伴
い

米
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
・

海
軍
元
帥
ニ

ミ

ッ

ツ

は

軍
政
府
布
告
第
「

号
（

通
称、

ニ

ミ

ッ

ツ

布
告）

を
公
布
し
て

奄
美
群

島

以

南
の

南

西
諸
島
地
域
に

お
け
る

日
本
政
府
の

行
政
権
と

司
法
権
を

停
止

し
、

五

日

に

は

読
谷
村
に

軍
政
府
を
設
立
し
た

。

同
布
告
は

、

ま
た

沖
縄

に

適
用
さ
れ
て

い

た

法
令
等
は

、

米
国
軍
の

沖
縄
統
治
政

策
に

反
し

な
い

限

り
に

お
い

て
、

そ
の

ま
ま

維
持
す
る

こ

と
を

指
令
し
た

。

そ
の

結
果

、

宗
教
団
体
と
の

関
連
で

は
、

GHQ

に

よ

る

人
権
指
令
に

よ
っ

て

治

安
維

持

法
等
と

と
も
に

戦
前
の

悪

法
の

代
表
と

さ
れ
た
「

宗
教
団
体
法
」

（

】

九
三

九
年
法
律
七
七

号）

が

本
土

復
帰
ま
で

生
き

残
り、

戦
後
二

七
年
を

経
て
、

や
っ

と

姿
を
消
し
た
の

で

あ
る

。

　
こ

の

宗
教
団
体
法
下
で

法
人
と

し
て

認
可
さ
れ
た

宗
教
団
体
は、

ど
の

位
あ
っ

た
の

か
。

琉
球
政
府
の

報
告
に
よ
る
と

、

仏
教
系
二

二
、

キ

リ

ス

ト

教
系
二

四、

諸
教
五
、

計
五
一

で
、

未
認
可
の

ま
ま
宗
教
活
動
を

行
な

っ

て

い

る

も
の

と

し
て

把
握

さ
れ

て

い

る

も
の

に、

仏
教

系
八
、

キ

リ

ス

ト
教

系
四

四、

計
五

二

が

あ
っ

た
。

沖

縄
県
公

文
書

館
で

発

見
し
た

「

霞
巴
Φ
＜

賓

宛

文
書
」

で

は

も
っ

と

多
く、

宗
教
法
人
の

み

で
一

〇
一

と

な
っ

て

い

る
。

　

沖
縄
に

お

け
る

当

時
の

宗
教
法
人
に

関
し
て

興
味
深
い

点
は

、

以
ド
の

三

点
で

あ
る

。

 
宗

教
団

体
法
の

も
と
で

は

神
社
は

宗
教

法
人
に

な
る

こ

と

が
で

き
ず、

氏
子
た

ち
に
よ
る

奉
賛
会

等
が

社

団
法
人
と

な
っ

て

い

た
。

 
宗
教
法
人
の

数
が

少
な
い

。

 
新

宗
教

系
の

宗
教

団
体
が

複
数

「

宗
教
法
人
」

と

な
っ

て

い

た
（
立
正

佼
成
会、

創
価
学
会

、

生

長
の

家
、

世

界
救
世
教

、

ピ
ー

エ

ル

教
団、

天
理
教）

。

　

復
帰
に

伴
っ

て
、

沖
縄
の

宗
教
団
体
に
は

本
土
の

「

宗
教
法
人
法
」

が

適
用
さ
れ
る
こ

と

に
な
っ

た
。

そ

の

際
の

最
大
の

懸
案
事
項
は
、

宗
教
法

人
と

な
れ
な
か
っ

た

神
社
等
を

、

い

か

に
し
て

宗
教
法
人
法
の

下
で

法
人

化
す
る
か

と
い

う
問
題
で

あ
っ

た
。

日

本

政
府
は

「

沖
縄
の

神
社
明

細

帳
」

の

有
無
を

文
書
で

問
い

合
わ
せ

た
が

、

無
く
な
っ

て

い

る

こ

と
が

分

か

り、

本
土
の

文
化
庁
宗
務

課
を

中
心
に

必

要
と
さ

れ

る

宗
教
団
体
等
に

つ

い

て

の

調
査
と

調
整
を
進
め

た
。

そ
の

結
果

、

沖
縄
に

お

け
る

神
社

明

細
帳
を

調
整
・

復
活
す
る

こ

と、

護
国
神
社
へ

戦
没
者
を

簡
略
に

合
祀

す

る

方
法、

財
団
法
人
・

社
団
法
人
と

な
っ

て

い

る

宗
教
関

係
団
体
を、

宗

教
法
人
と
し

て

事
前
に

認
可
し
て

お
く
こ

と
等
の

献
策
を

行
っ

た
。

こ

れ

を

受
け
て、

一

九
七
二

年
四
月、

琉
球
政

府
は

神
社
明
細

帳
を

復
旧
し、

「

公
報
」

（
第
三

六

号）

に

掲
載
し
た

。

　
最

後
に

。

 
沖
縄
は

本
土
に
比
し
て

宗
教
法
人

数
が
少
な
い

。

そ
の

原

因
の
一

つ

が
、

監
督
権
限
の

強
い

宗
教
団
体
法
が
存
続
し
て

い

た
た
め

で

あ
る

。

 
新
宗
教
諸
教
団
が

宗
教
法
人
と

な
れ

た
の

は
、

琉
球
政
府
章
典

で

「

信
教
の

自
由
」

「

政
教

分
離
」

が

謳
わ

れ
る
な
ど
、

監

督
権

者
側
で

「

信
教
の

自

由
」

の

重
要
性
を

認
識
し
て

い

た
た
め

と

考
え
ら
れ
る．．

 

宗
教
法
人
の

移
行
が
迅
速
に

行
わ
れ
た

の

は

宗
務
課
の

存
在
が

大
き
い
。
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し

か

し
、

そ
の

業
務
は

逸
脱
し
て

い

た

可
能
性
が

あ
る

。

 
宗
教
団
体
法

が

本
土

復
帰
ま
で

存
続
し
て

い

た

事
実
も
含
め
、

沖
縄
の

宗
教
制
度
に

つ

い

て

語
ら

れ
る

こ

と

が

な
か
っ

た

の

は

何
故
な

の

か
、

未
だ
に

疑
問
で

あ

る
。

終
戦
直
後
に

は

占
領
軍
に

よ

る
改
革
へ

忙
殺
さ
れ

て

い

た

こ

と

は

理

解
で

き
て

も、

復
帰

後
に

お

い

て

も、

対
応
実
務
に

携
わ
っ

た

諸
兄
か
ら

も
聞
く
こ

と
は
な
か
っ

た
。

沖
縄
の

抱
え
る
諸
問
題
へ

の
、

我
々

自

身
の

認
識

不
足、

鈍
感
さ
を
改
め

て

反

省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

琉
球
政
府
立

法
院
の

宗
教
法
人
法

参
考

案

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

大

澤
　
広
嗣

　

本
報
告
は

、

琉
球
政
府
立
法
院
の

第
四

f
回
定

例
議
会
に

て

勧
告
さ
れ

た

宗
教
法
人
法
の

立

法、

及
び

勧
告
理

由
書
に

添

付
さ
れ
た

宗
教
法
人
法

参
考
案
に

つ

い

て

論
じ
る

も
の

で

あ
る

。

　

米
軍
施
政
権
下
の

琉
球
政
府
で

は
、

本
土
で

廃
止
さ

れ
た

宗
教
団
体
法

（
昭
和
十
四

年
法
律
第
七

十
七

号）

並
び
に

宗
教
団

体
法
施
行

令
（
昭
和

十
四
年
勅
令
第
八
百
五

十
六
号）

及
び

宗
教
団
体
法
施
行
規
則
（

昭
和
十

五

年
文
部
省
令
第
一

号）

を
適
用
し
て

宗
務
行
政

を
行
っ

て

い

た
。

日
本

国
憲
法
第
二

十
条
に

準
じ
て

、

琉
球
政
府
章
典
（

一

九
五

二

年
米
国
民
政

府

布
令

第
六
十
八
号）

の

第
六
条
に

は

「

信
教
の

自
由
は
、

何
人
に

対
し

て

も
こ

れ
を

保
障
す
る
」

と

記
さ
れ
て

い

た
が、

大
日
本
帝

国
憲

法
を
根

拠
に

制

定
さ
れ

た
宗

教
団
体
法
は

、

監
督
規
定
が

多
く
運
用
に

支

障
が

あ

っ

た
。

宗
務

行
政
を

所
掌
す
る

琉
球
政
府
文
教
局
で

は
一

九
六
〇

年
代
初

頭
よ

り
宗
教

法
人

法
の

立

法
に

向
け
て

調
査
を
始
め
た

が、

立

法
院
で

の

立

法
に

は

至
ら

な
か
っ

た
。

初
の

卞

席
公
選
で

無

所
属
の

野

党
統
一

候
補

と

し
て

当
選

し
た

屋

良
朝
苗
が
、

一

九
六
八

年
十
二

月
に

第
五

代
行
政
主

席
と

な
っ

た

直
後
に

状
況
が

動
い

た
。

　
第
四

十
回

定
例

議
会
（

一

九
六
九
年
二

月
−

八
月）

の

開
会
期
間
中
の

同
年
三

月
十

日
付
で
、

行
政
主
席
の

屋
良
朝
苗
は、

立

法
院
議

長
の

星

克

に

対
し
て

宗
教
法
人
法
の

立
法
勧
告
を
行
っ

た
。

受
理
し
た

議

長
は

、

本

案
件
を
文
教
社
会
委
員
会
（
八
人）

に

付
託
し
て、

同
月
十
八

日
の

委
員

会
で

「

宗
教
法
人

法
（

勧
告
）

」

が
議

題
と

な
っ

た
。

同
日
は

参
考
人
と

し
て

琉
球
政

府
文
教
局
か
ら

指
導

部
長、

同
部
社
会
教
育

課
長

、

同
課
教

育
指

導
主

事
の

三

人
が
招
致
さ
れ
た

。

委
員
会
で

は、

資

料
と

し
て

勧
告

理
由
書
と

宗
教
法
人
法

参
考

案
が

配
布
さ
れ
た

が、

全
十

章
八

十
七

条
か

ら
な
る

参

考
案
は
、

全
十
章
八

十
九

条
の

本
土
の

宗
教

法
人

法
（

昭
和
二

十
六

年
法

律
百
二

卜
六

号
）

の

施
行
当
時
と
ほ

ぼ

同
じ
内

容
で

あ
っ

た
。

参
考
人
か
ら
勧

告
理
由
と
し

て
、

宗
教
団
体
法
は
信

教
の

自
由
が
制
限
さ

れ
、

早
期
に

立

法
し
た
い

旨
が
説
明
さ

れ

た

後
に

、

委
員
で

あ
る
沖
縄
自

由
民
主

党
や

沖
縄
社
会
大
衆
党
な
ど

の

立

法
院

議
員
か
ら

質
疑
応
答
が
あ

っ

た
。

同

年
八

月
に

第
四

十
回
定
例
議
会
が

終
了
し
た
が
、

宗
教
法
人
法

の

立

法
調
査
は

議
会
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
し

て

決
定
し

た
。

文
教
社
会

委
員
会
で

は

議
員
四
人
を
本
土
に

派
遣
し
て
、

宗
教
法
人
法
の

実
状
を
調

査
し

た
。

第
四

十
二

回

定
例

議
会
（
一

九
七

〇

年
二

月
ー

八

月
）

で
、

「

宗
教
法
人

法
（
立

法
調
査
）
」

が

案
件
と

な
り、

文
教
社
会
委
員
会
に

付

託
さ
れ
た

が、

開
会
中
に

は

審
査
を
行
う
に

至
ら

ず、

審
査
未
了
で

廃
案

と

な
っ

た
。

筆
者
の

聴
取
調
査
に

よ
れ
ば

、

あ
る

関
係
者
は

、

本
土

復
帰

が
近
い

こ

と

も
あ
り、

立

法
院
の

多
数
派
は
、

宗
教
法
人

法
の

立

法
に

積

極
的
で

は

な
か
っ

た
と

証
言
す
る

。

　
立

法
院
で

の

法
案
の

廃
案
後

、

文
教
局
で

は

宗
教
団
体

法
に

基
づ

く
宗

教
法
人
の

切
換
措
置
に

つ

い

て
、

日
本
国
政
府
と

の

問
で

連
絡

調
整
を
進
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